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研究成果の概要（和文）： 

本研究期間において、アメリカ独立革命後にひとつの国家としての道を模索していた 18世紀末

から 19世紀初頭にかけておこった「ユニテリアン論争」を出発点とし、自由キリスト教といわ

れるユニテリアニズムおよびトランセンデンタリズムへと続く思潮史と女性作家の宗教観の変

遷を研究した。反カルヴィニズムからスピリチュアリズムへの流れと、第一派フェミニズム運

動との関連性を見出し、女性作家の文学作品における表象について考察を行った。 
 
研究成果の概要（英文）： 
During the reporting period, project activities focused on the history of religious 
consciousness in New England shortly after the American Revolution. Considering the 
influence of Unitarian Controversy, transcendentalism and anti-Calvinism on women 
writers in the late 18th and 19th century, this research project clarifies that the liberal 
imagination and spiritualism were important impetus for women writers in the era of the 
first wave of feminism.  
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１．研究開始当初の背景 
 アメリカにおける植民地時代から 19 世紀
にかけての宗教的背景については、David 
Hall、Mark A. Noll、David S. Reynolds、
難波雅紀、増井志津代らなどの先行研究があ
った。また個々の 19 世紀アメリカ女性作家
がもつアンチ・カルヴィニズム的側面につい
ては、Nina Baym、 Susan Harris、Mary Kelley

らなどによる女性文学の研究でなされてき
た。しかしながら、これまではトランセンデ
ンタリズムとの関わりから論じられてきた
女性と宗教の問題について、ユニテリアニズ
ムを含めて考える必要があるという考えに
いたったのは、19世紀初頭におこった女性歴
史家ハナ・アダムズと男性牧師ジェディディ
ア・モースの論争についての資料 An Appeal 
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to the Public (by Jedidiah Morse, 1814)
および A Narrative of the Controversy 
between the Rev. Jedidiah Morse and the 
Author (by Hannah Adams, 1814)を 2004 年
から 2005 年にかけての在外研究中に米国ブ
ラウン大学図書館にて見つけたことに端を
発する。 
 19 世紀初頭に始まった、ハーバード大学を
中心としたユニテリアニズムと、イェール大
学を本拠地としたカルヴィニズムの闘いは、
女性対男性の対立になっている点において、
その後のアメリカ東海岸の女性の宗教的立
場を示唆するものになっている。にもかかわ
らず、ユニテリアニズムとジェンダーの関係
は、文学の立場からは論じられることが少な
く、ハナ・アダムズに関する論文については、
アメリカにおいてもMichael Everton、Sherry 
Schwarts および Gary Schmidt らによる歴史
学からのアプローチがほとんどであり、それ
らは女性文学でのアダムズの位置づけを行
っていたとは言い難い。一方女性文学研究で
は、これまで文学の男性中心的・家父長的側
面の強い戒律の遵守を重視するカルヴィニ
ズムからの脱却について、ハナ・アダムズに
ついての言及はなされてこなかった。しかし、
アダムズを 19 世紀アメリカ女性作家の起点
とすることで、19世紀に活躍したチャイルド
やセジウィックらが、所感宣言を経て、南北
戦争後のオルコットやスーザン・アンソニー、
そしてスタントンの The Women’s Bible へ
と繋がる女性文学史が可能となる。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、18 世紀末から 19 世紀初頭にか
けておこった「ユニテリアン論争」を足がか
りに、自由キリスト教といわれるユニテリア
ニズムからトランセンデンタリズムへと移
行する時代の女性作家の宗教観の変遷を研
究することを目的とする。 
 
(1)ハナ・アダムズとジェディディア・モー
スによる1805年に始まる歴史教科書論争と、
ジェディディア・モースとウィリアム・エマ
ソンらハーバード出身者によるユニテリア
ン論争の関係 
 
(2)ユニテリアニズムおよびトランセンデン
タリズムにおけるヨーロッパとの関係 
 
(3)1820 年代に始まるキャサリン・マリア・
セジウィックのユニテリアン・トラクトへの
執筆と、反カルヴィニズム的態度 
 
(4)1848 年に発表されたエリザベス・ケイデ
ィ・スタントンによる女性の独立宣言とよば
れる「所感宣言」および 1892 年にスタント
ンが出版した女性の観点から聖書を読み直

した『女性の聖書』（The Women’s Bible）
における宗教的背景 
 
(5)1850 年代に出版されたリディア・マリ
ア・チャイルドの宗教史と懐疑主義思想およ
びアン・ハチンソン再評価について 
 
(6)日本におけるユニテリアニズムについて
福澤諭吉を中心とするもの。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、文学研究と歴史研究のふたつの
側面を併せ持っており、扱う時代は 18 世紀
後半から 19 世紀末までを予定している。基
本的に本研究は資料調査に頼らざるを得な
いが、4年間の研究期間で、一年ごとに調査
するべき対象を決め、集中的に研究すること
で、資料収集および資料整理・資料分析の効
率化をはかった。 
 
(1)一年目はユニテリアニズムおよびトラン
センデンタリズムにおけるヨーロッパとの
関係および 1820 年代に始まるキャサリン・
マリア・セジウィックのユニテリアン・トラ
クトへの執筆と、反カルヴィニズム的態度を
重点的に調査する。主に 1800 年～1820 年代
を中心に扱う。 
 
(2)二年目は、エリザベス・ケイディ・スタ
ントンが 1848 年に発表した「所感宣言」お
よび 1892 年に出版した The Women’s Bible
を中心に、女性解放運動と宗教における女性
の位置にどのような相関関係があったかを
重点的に考察する。扱う期間は「所感宣言」
が出された 1848 年から南北戦争が終わる
1865 年までと、女性参政権協会が設立される
1876 年から普通参政権が憲法修正条項によ
り認められる 1920 年を対象とする。 
 
(3)三年目は、リディア・マリア・チャイル
ドの短編小説 “Hilda Silfverling”を中心
に 19 世紀半ばの懐疑主義とのスピリチュア
リズムとの関連性を考察する。また、反カル
ヴィニズム小説に見られるアン・ハチンソン
の再評価について調査・分析を行う。年代と
しては、1840 年代から 1850 年代を扱う。 
 
(4)最終年は研究期間の最後の年にあたるた
め、これまでの成果を集大成し、過去 3年の
間に行ってきた研究を有機的に統合させ、研
究書として出版可能な状態に仕上げる。 
 
４．研究成果 
 ユニテリアン論争に端を発する女性作家
の位置付けと宗教・信仰の問題について、18
世紀から 19 世紀にかけての見取り図が見え
てきたことが本研究の成果である。個別には



以下の通りである。 
 
(1)19 世紀半ばの女性作家らの作品に多くみ
られるリベラル・イマジネーション文学は、 
ユニテリアニズムを基礎とした上で、さらに
そこからスピリチュアリズムという方向性
を見出している。これはハナ・アダムズから
始まり、キャサリン・マリア・セジウィック、
リディア・マリア・チャイルド、エリザベス・
バックミンスター・リーを経て、19世紀後半
のエリザベス・ケイディ・スタントンへと繋
がっていく。 
 
(2)ユニテリアニズムから19世紀女性文学史
を概観する文学史については、海外でもまだ
研究の余地があるところであり、とくにエリ
ザベス・バックミンスター・リーやチャイル
ドの短編 “Hilda Silfverling”など、これ
まであまり顧みられなかった作家や作品に
ついて独自の解釈をほどこしたことにより、
日本国内外におけるアメリカ女性作家研究
に貢献できたと思われる。2000 年前後より、
スピリチュアリズムという視座からアメリ
カ女性文学を見直す批評的動向が散見され
ているが、主に 1840 年代あたりから論じら
れていることが多く、ユニテリアン論争から
リベラル・イマジネーションを用いた作品を
経てスピリチュアリズムへとつなぐ可能性
を提示できたことは意義があることと思わ
れる。 
 
(3)本研究期間では、予定していた日本にお
けるユニテリアニズムの影響について十分
に研究をおこなうことができなかった。とく
に福澤諭吉とユニテリアニズムの関係につ
いては、まだ研究の余地があると思われるた
め、今後の課題としたいと考えている。ユニ
テリアニズムに関するイギリスからの影響、
とくに、ジョゼフ・プリーストリーをはじめ
とする 18 世紀末イギリス知識人からの影響
関係を今後の研究課題とし、トランスアトラ
ンティック、トランスパシフィックな視座に
たつ研究を引き続きおこなっていく所存で
ある。 
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